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あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

増
田
淳
一
郎

　

問　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
防
犯
で
は
、
多
発
す
る
犯
罪
か

ら
児
童
が
身
を
守
る
た
め
の
教
育
、
学
校

教
育
に
お
い
て
欠
落
気
味
な
道
徳
教
育
、

防
犯
ベ
ル
の
実
際
の
音
を
知
ら
な
い
市
民

へ
の
周
知
、
振
り
込
め
詐
欺
の
実
例
冊
子

の
戸
別
配
布
及
び
風
車
公
園
夜
間
照
明
の

消
灯
時
間
延
長
に
つ
い
て
を
問
う
。
次
に
、

交
通
安
全
で
は
、
多
発
す
る
子
ど
も
が
加

害
者
の
自
転
車
事
故
に
お
け
る
補
償
の
指

導
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安

全
教
育
及
び
風
車
公
園
出
入
口
へ
の
横
断

歩
道
設
置
に
つ
い
て
を
問
う
。
ま
た
、
防

災
で
は
、
河
川
周
辺
自
治
会
の
水
防
訓
練
、

毎
月
一
日
を
防
災
の
日
と
す
る
こ
と
、
実

情
に
あ
っ
た
防
災
訓
練
に
つ
い
て
を
問
う
。

　

答　

児
童
に
は
、
自
分
自
身
を
守
る
学

習
や
不
審
者
侵
入
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、

安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
等
を
、
そ
し
て
心
の

教
育
は
一
層
充
実
し
て
い
く
。
防
犯
ブ
ザ

ー
音
の
周
知
と
実
例
冊
子
の
戸
別
配
布
は

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。
消
灯
は
非
行
防

止
の
観
点
か
ら
夜
十
時
に
し
て
い
る
。
次

に
、
事
故
補
償
は
県
の
小
冊
子
や
ビ
デ
オ

で
指
導
し
、
子
ど
も
に
は
交
通
ル
ー
ル
や

自
転
車
の
乗
り
方
等
の
教
室
を
、
高
齢
者

に
は
交
通
安
全
講
習
会
等
を
実
施
し
て
い

る
。
横
断
歩
道
は
県
道
側
に
設
置
で
調
整

中
で
あ
る
。
ま
た
、
水
防
訓
練
は
地
元
消

防
団
や
自
治
会
と
実
施
に
向
け
調
整
す
る
。

防
災
の
日
の
制
定
は
考
え
て
な
い
が
、
今

年
度
は
よ
り
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
行
う
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
を

安心・安全のため
防犯・交通安全・
防災について問う

　

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

青
栁　

愼

　

問　

綾
瀬
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
施
策
の

中
で
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
施
設
の
利

用
形
態
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の

市
民
が
効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
課

題
を
整
理
し
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
余

裕
教
室
の
活
用
を
図
る
と
明
記
し
て
い
る
。

学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
と

も
言
わ
れ
、
そ
の
余
裕
教
室
で
学
区
内
の

人
々
の
異
世
代
間
交
流
を
図
る
利
用
方
法

も
一
つ
の
考
え
と
思
う
。
そ
こ
で
、
学
校

周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
、
日
ご
ろ
学
校
を
訪

れ
る
市
民
を
対
象
に
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ

あ
い
を
一
層
深
め
る
観
点
か
ら
、
月
に
数

回
程
度
、
有
料
に
よ
る
学
校
給
食
の
会
食

の
機
会
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答　

学
校
の
教
育
活
動
は
、
多
く
の
地

域
協
力
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

特
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
生
活
科
、

あ
る
い
は
各
学
校
独
自
に
取
り
組
む
事
業
、

さ
ら
に
は
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め

の
登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
あ
い
さ
つ

余裕教室の有効活
用として給食によ
る異世代間交流を

運
動
な
ど
も
多
く
の
市
民
の
協
力
に
よ
り

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
協
力
者

と
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
く

中
で
、
子
ど
も
達
が
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
々
と
給
食
を
と
も
に
す
る
こ
と
は
、
教

育
的
に
も
価
値
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
も
他
市
の
事
例
を
研
究
し
、
各
学

校
に
情
報
と
し
て
発
信
、
提
供
し
て
い
く
。

（
他
に
「
下
水
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

｢

子
ど
も
達
の
体
力
に
つ
い
て｣

を
質
問
）

　

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

安
藤
多
恵
子

　

問　

来
年
か
ら
定
年
退
職
を
迎
え
地
域

に
帰
っ
て
く
る
団
塊
の
世
代
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
「
地
域
の
人
々
と
交
流

し
な
が
ら
、
社
会
貢
献
を
し
た
い
」
と
考

え
て
い
る
人
が
三
〇
％
以
上
あ
り
、
キ
ャ

リ
ア
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
を

担
っ
て
も
ら
う
た
め
の
受
け
皿
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
で
は
二
〇
〇
七
年

問
題
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
起

業
支
援
や
荒
廃
地
を
利
用
し
た
農
園
な
ど

の
仕
組
み
を
各
課
が
一
緒
に
議
論
す
る
場

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
六
十
代

は
青
春
真
っ
た
だ
中
と
い
う
認
識
を
発
信

し
、
壮
年
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

二
〇
〇
七
年
問
題
を
プ
ラ
ス
思
考

に
と
ら
え
、
団
塊
の
世
代
の
豊
富
な
経
験

団塊世代に地域を
担ってもらうため
の受け皿づくりを

や
知
識
を
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
地
域
活

動
等
に
貢
献
し
て
も
ら
え
れ
ば
大
変
有
益

で
あ
り
、
市
民
協
働
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
市
民
ス
ク
ー

ル
等
の
講
座
で
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
活
動
情
報
や
参
加

機
会
の
提
供
、
各
種
相
談
等
を
実
施
し
て

い
る
が
、
個
々
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
環
境
の
整
備
と
各
種
施
策
の
横
断
的

な
連
携
強
化
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
は
、
六
十
代
も
地
域
活
動
等
で
指

導
者
と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
引

き
出
し
方
を
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に
「
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
」

「
市
庁
舎
の
活
用
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

新
政
会 

綱
嶋　

洋
一

　

問　

主
要
幹
線
道
路
を
含
め
た
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
、
産
業
集
積
を
促

進
し
、
中
小
企
業
を
含
め
た
地
域
経
済
の

活
性
化
と
雇
用
創
出
の
上
で
、
大
き
な
役

割
を
担
う
と
考
え
る
。
本
市
で
は
大
手
飲

料
水
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
来
年
完
成
予

定
で
あ
り
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
産

業
界
の
活
性
化
に
よ
り
、
市
の
さ
ら
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
幹
線
道
路
の

交
通
量
が
増
加
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

の
対
策
と
し
て
道
路
整
備
や
今
後
の
道
路

計
画
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。
さ
ら
に
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
対
す
る
県
の
取
り

組
み
状
況
は
。
ま
た
、
交
通
不
便
地
域
の

解
消
に
向
け
て
の
現
在
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

主
要
幹
線
道
路
の
寺
尾
上
土
棚
線

は
今
年
度
中
に
四
車
線
化
す
べ
く
県
が
整

備
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
他
の
県
道
の

四
車
線
化
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
寺
上

光綾公園のバラ園は日傘が必要なほどいっぱいの日差しを受け満開でした。
今年も憩いや安らぎを求めて、多くの人々が訪れました

　

一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
６
月
14
日
・
15
日
の
本
会
議
で
14
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
終
始
熱
の
入
っ
た
論
議
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
。
（
掲
載
は
質
問
順
、
４
面
ま
で
続
き
ま
す
）

線
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け
、
四
路

線
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

交
差
点
改
良
は
、
綾
瀬
大
橋
西
側
を
昨
年

度
完
了
、
今
年
度
は
吉
岡
と
光
綾
公
園
横

を
実
施
す
る
。
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

他
の
計
画
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
今
後

見
直
し
て
い
き
た
い
。
県
は
調
査
の
結
果
、

有
料
道
路
事
業
と
し
て
お
お
む
ね
採
算
が

合
う
と
試
算
し
、
今
年
度
は
さ
ら
に
詳
細

な
調
査
を
行
う
。
ま
た
、
交
通
不
便
地
域

の
解
消
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
四
ル

ー
ト
増
設
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
他
に｢

教
育
行
政
に
つ
い
て｣

を
質
問
）

あ
や
せ
・
カ
ワ
セ
ミ
大
作
戦

そ
の
現
状
と
今
後
の
展
開
は

　

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

中
野　

昌
幸

　

問　

市
で
は
昨
年
九
月
か
ら
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
と
し
て

「
あ
や
せ
・
カ
ワ
セ
ミ
大
作
戦
」
を
展
開

し
て
お
り
、
四
月
か
ら
は
そ
の
一
環
と
し

て
新
た
な
収
集
体
制
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、

五
月
の
ご
み
月
間
で
は
部
課
長
級
職
員
が

収
集
所
の
当
番
を
、
さ
ら
に
市
長
自
ら
が

ご
み
の
収
集
作
業
を
体
験
す
る
な
ど
、
市

長
を
先
頭
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
が
、
今
回

の
体
験
か
ら
実
感
し
た
も
の
を
今
後
の
作

戦
展
開
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。
さ

ら
に
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
ご
み

五
〇
％
削
減
を
目
指
し
、
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
作
戦
を
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

答　

ご
み
月
間
中
に
可
燃
ご
み
の
収
集

作
業
と
と
も
に
資
源
物
の
収
集
場
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
可
燃
ご
み
の
中
に

は
紙
類
な
ど
の
資
源
物
が
混
ざ
り
、
分
別

が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。

さ
ら
に
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
違
反
が
後

を
絶
た
ず
苦
慮
し
て
い
る
地
域
も
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
減

量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ご
み
出
し
の
ル

ー
ル
を
守
り
、
分
別
を
徹
底
す
る
よ
う
自

治
会
を
は
じ
め
集
合
住
宅
の
所
有
者
や
管

理
者
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
す
る
な
ど
、
粘

り
強
く
訴
え
て
い
く
。
ま
た
、
七
月
に
市

民
参
画
に
よ
る
家
庭
ご
み
減
量
推
進
会
議

を
設
置
し
、
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
ご
み

の
削
減
に
向
け
て
取
り
組
む
よ
う
進
め
る
。

次
号
は
、
　
月
　
日

の
新
聞
（
朝
刊
）
に

折
り
込
み
ま
す
。
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